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従来､文家表現｢ダロウ/デショウ｣は､｢推量の表現｣
として扱われてきた｡が'｢推量｣という用語の概念がもたらす唆昧さや､｢推量｣という用語が持つ限界があり'従来の扱いから離 　｢ダロウ/デショウ｣　が持つ機能について詳しく考察する必要がある｡
本稿は､文末表現｢グロウ/デショウ｣　について'従来
の扱いを再考し､｢グロウ/デショウ｣　の実体を探ることを試みるものである｡
以下'各章について概略する｡一章では､文末表現｢ダロウ/デショ ｣が従来の ｢推
量の表現｣という から不十分なところを探-'｢ダロウ/デショウ｣　の働きは何かを考察する｡
｢推量｣という用語が持つ問題点を考察するためには､
｢推量｣という用語が持つ限界をみながら､意味域を限定する必要がある｡これは､｢推量｣という言葉が持つ暖昧さから起こる間違いで､意味域の限定によって　｢ダロウ/デショウ｣　の機能がはっきり見えると考えられる｡そして'
文末表現｢ダロウ/デショウ｣が持つ機能を詳しく見ると､大きく四つに分け こと できる｡
二幸では､文末表現｢ダロウ/デショウ｣が､その後に
他の要素と共起する場合'｢ダロウ/デショウ｣と他の要素とのかかわりを考察する｡
文の中で使われている文末表現｢ダロウ/デショウ｣は､
単独で文の最後に来て文を終わらせる場合もあるし､｢ダロウ/デショウ｣が単独ではなく後に他の要素と共起して終わらせる場合もある｡この単独ではな-他の要素と共起する場合の　｢ダロ /デショウ｣ どん 機能を果たすのか｡また､共起する要素はどういうものであ-､グロウとはどんな関係であ のか｡このような点 こ で'
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文末表現｢ダロウ/デショウ｣　の機能はより明らかになると考えられる｡
三幸では､文末表現｢デショウ｣が｢確認の機能｣を果
たすとき､｢デショウ｣を用いる表現は丁寧な表現ではないことについて考察す
従来'文末表現デショウは　｢だろうーでしょう｣と対比
させ｢ぞんざい-丁寧｣　の形で説明されてきた｡｢デショウ｣を用いると丁寧な表現になることであ ｡が､実際､会話の中で デショウ｣が使われる表現は丁寧や とはいえない場面があ ｡
三幸では'｢ダロウ｣と｢デショウ｣を分離させ､｢デショ
ウ｣だけを考察 対象とする｡また'デショウが持つ機能のうち｢確認の機能 だけを対象にし､ ｢確認の機能｣　で使われるとき､その 性があ かどうかに注目し考察す ｡
四章では'一章で考察した　｢ダロウ/デショウ｣　の四つ
の機能が､日本語教育ではどのように説明されて るのかを考察する｡
第二言語として日本語を学ぶ学習者の'特に､第二百語
が韓国語である学習者 　｢ダロウ/デショウ｣　の使用を見ると'間違った表現や失礼や表現を使う場面が -見られる｡このような｢グロウ/デショウ｣ の誤用は､学習者の不十分な学習から起こると替えられる｡それで そ 原因
を探るためには'教育の現場で調査することが望ましいと考えられるが､実際難しいところが多-'その代わりに､日本語教育で使われている日本語教材を対象にし､教材の中に　｢ダロウ/デショウ｣がどのくらい説明されているのかを調査'分析す ｡
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本論文は'現代日本語の文末表現ダロウについて､従来
の　｢推量｣という扱いに疑問を持ち､ダロウの使用実態を探ると同時に､日本語教育でどのように扱われているかを広い範囲にわたって調査し､考察を加えたものである｡
第一章では､従来の　｢推量｣という用語には唆味な点が
あることを指摘し'この用語の限界を指摘した上で､従来の扱いから離れ､ダロウ 意味を｢推測･感嘆･確認･配慮｣　の四つに分類す ｡
｢推測｣　は､話し手がある情報について'その情報が
｢真｣　であるかどうか確信が持てない状況にいることを表わすもの　(例‥｢工事は来年までには完成するだろう｣)　で
あり'｢感嘆｣は､話し手が　(聞き手を想定せずに)　自分の感情を表わすもの　(例‥｢何てきれいなんだろう!｣)　であ-'｢確認｣は､話し手がある情報について確信を持っておらず､話し手が知っている情報の確かさを聞き手に同
意してはしいという気持ちを表わすもの　(例‥｢三田の､金持ちの女子大生が殺された事件あっただろ｡その女子大生､ウチの射撃場に来てたんだ｣)　で る｡｢配慮｣は､話し手が聞き手に何かを尋ねる際に表わす｢できるだけ改まった表現にしようとする気持ち｣　の現われ る　(例‥｢たとえ傷ついても､何かを確かめたほうがいいってことはあるんじゃな で ょ か｣)｡
この中で論者の最も重要な主張は'｢推測･感嘆･確
認｣　のグロウは話 自分自身の持つ情報に ｢推測･感嘆･確認｣ それぞれを付加しているのに対し '｢配慮｣のダロウは聞き手への待遇を表わすのみであり､｢推測･感嘆･確認｣　のグロウと　｢配慮｣　のダロウは働-次元 異なるも であるとする点である｡論者の主張が豊富な実例に基づいて明確に述べられてお-'評価できる｡
第二章では､ダロウに後続する要素との関わ-を考察し
たものである｡先行研究 はダロウとその後続要素と 関係を論じたものが少ないことを指摘した後'｢ネ･ヨ･ナ･ガ!･ガ･カニl･ケド･カラ･シ･サ･ゼ｣がなぜグロウに後続可能な かを考察す ともに､ ワ･ゾ･ノ･ノダ･トモ｣が後続不可能な点についても論及 いる｡
ダロウと終助詞との共起関係についての主たる論述部分
を紹介すると､ダ とネの関係については､推測　(グロ
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ウ)　と確認　(ネ)　の問に共通する　｢話し手が持つ情報の不完全さ｣　ゆえに､ダロウとネは 起できるとする｡また､ダロウとヨの関係については､推測　(ダロウ) その推測内容が聞き手に向けられて るこ を表わすヨとの間に矛盾がないことによって共起可能とする｡ダロウとナ 関係については､ナは話し手の感想や気持ちを表わすものであり'推測　(グロウ)　との間に矛盾がないことによって共起可能とする｡ダロウとガ!の関係 ついて､ガ!の　｢話し手が反対の事柄の実現を願う気持ち｣'言 換えれば､聞き手に話し手 気持ちを押し付ける働きがグロウ 確認｣を強調することにつながるため､グロウとガが共起可能であるとする｡ダロウとこの関係については'二はある事柄に対する話し手の　｢惜しむ気持ち｣を表すも の それはこのみでというよりも'ダロウと結合するこ で表現されるものであり､ダロウとこは もに話し手の　｢惜しむ気持｣を表わすために共起可能である する｡
一方､共起することのない終助詞　(ワ･ゾ･ノ･ノダ･
トモ)　について､ワとゾは話し手が一方的に自分の意見を主張することが､ノとノダは断定するこ が'トモは自分自身で強-確信するこ が､それぞれ主な働きであり､これらは　｢話し手の強い態度｣を表わすものであ 'グロウの推量　(｢話し手の弱い態度｣)　 矛盾 るため 共起できないとする先行研究を紹介し'そ を支持する姿勢を明確
に表明している｡
以上のように､推測という概念と後続する終助詞が表わ
す概念との間の矛盾のなさを根拠に共起関係を論じたものであり､先行研究を手がかりとしつつ'論者自身の独自の考察によるものと考えることができ､評価に値する｡
第三章では､デショウが｢確認｣を表わすとき'そのデ
ショウはいわゆる丁寧な 現ではないこ について考察る｡従来､デショウは｢だろうーでしょう｣　のように対比させ　｢ぞんざいー丁寧｣　の形で説明されてきたが'実際の使用例を観察するとデショウが使われても丁寧とはいえないものがあ ことに着目した｡本章では｢グロウ｣と｢デショウ｣を分離した上で､｢確認｣　のデショウに 性ないことを指摘し'その原因を考察した ある｡
｢確認｣　のデショウは､話し手がほぼ確実と認識してい
るある情報につ て聞き手に確認しようとするときに用いられる表現であり､聞き手にそれへの同意のみを期待している話し手の行為は'聞き手に対する話し手の一方的な行為と考えられ'従ってデ という一見丁寧と思える形式でありながら､実際には丁寧ではないものである 分析する｡韓国における日本語教育ではこ 　｢確認｣　 デショウの非丁寧性 ついての教育が十分でないことを述べ 論は次章へと発展してい-0
第四章では､グロウの四つの用法が日本語教育でどのよ
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うに扱われているかを考察する｡論者は'第二言語として日本語を学ぶ学習者'特に韓国語を第三一口語とする学習者のダロウの使用には間違った表現や失礼な表現がよ-見られ'この現象は学習者の不十分な学習から起こると考え'それは日本語教育で使用されている教材に原因があるとの前提から､教材中のグロウ ついての扱いを調査し分析を行なっている｡
一九九〇年以降に発行された一二五種類の日本語教育用
教科書を対象に､その 文･文法説明･練習問題に分けて集計を行なったところ､推測のデショウは七割近- 教科書で取り上げられているも ､推測 ダロウ 五〇%未満､確認のダロウは二五%､確認 デショウは約五〇%､配慮のデショウは七〇%弱､感嘆のグロウ/デショ を取り上げている教科書 一種類のみ'という実態を初めてらかにした｡また､ダロウの意味ご 分類し系統立てた説明を含む教科書は少な-､学習者に対して従来 　｢推量｣という説明から前に踏み出したものはな 結論も導いている｡ただ'｢ ｣　のデショ については早 学習段階で取り上げている教科 もあ-､その点 評価できるとしながら'｢配慮｣　のデショウを他の意味と やや異なるものとして明確に学習者に認識させることが重要であると主張する｡
なお､本論文の第一章は　｢文末表現ダロウが持つ機能に
ついて｣として本学の　『文研論集』　四七号　(二〇〇六年三月)　に掲載されたものが礎塙となってお-'同様に第三章は　｢文末表現｢デショウ｣　の確認の機能が持つ丁寧性｣として　『専修国文』七九号　(二〇〇六年九月)　に掲載されたものが礎稿である｡このように､各章はそれぞれ一編の論文として独立しうる内容を備え おり､論者の本学における長年の研究成果として評価できるものである｡また本論文は､基礎研究としての 法分野から日本語教育という応用分野までの広い範囲をカバーし､その知見を日本語教育に適用することまで視野に入れ る｡日本語母 話者には思いもよらない発想に基づいた考察がなされている点にも高い評価を与え が きる｡
以上の審査結果に基づき､本論文は審査委員の全員一致
によって博士の学位を授与するに値す 内容を持 ものと認められるに至った｡
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